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出
演
者
数
ヽ
来
場
者
数
と
も
に

第
１
回
コ
ン
サ
ー
ト
の
間
会
時
に

「次
回
は
４
年

後
に
開
催
予
定
」
と
宣
言
し
た
通
り
、
４
年
後
に
時

期
　
場
所
共
全
く
同
じ
状
況
で
開
催
さ
れ
た
．

来
場
者
数
は
３
５
２
人
で
前
回
の
約
７
割
　
会
場

は
１
４
０
０
人
収
容
の
大
ホ
ー
ル
だ
け
に
客
席
の
風

景
は
閑
散
と
し
た
状
態
だ

っ
た
．
Ｏ
Ｂ
会
員
の
来
場

者
が
３
５
名
と
い
う
の
も
運
営
者
側
に
し
て
は
放
し

い
感
は
否
め
な
い
と
い
っ
た
と
こ
う
だ
。
前
回
と
の

比
較
デ
ー
タ
を
４
ベ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
の
で
参

考
ま
で
に
．
第
３
回
　
４
回
と
継
続
し
て
い
く
為
に

も
会
員
の
皆
さ
ん
の
積
極
的
な
参
画
を
期
待
す
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

１
期
２
期
が
独
奏
で
出
演

出
演
者
は
１
期
か
ら
昨
年
度
事
業
の
“
期
に
至
る

６
７
名
で
前
回
の
８
割
弱
．
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
独
奏
Ｘ

５
、
二
重
奏
×
１
、
パ
ロ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
ラ

テ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
大
合
奏
の
全
９
ス
テ
ー
ジ
＾

プ
ロ
グ
ラ
ム
　
出
演
者
名
は
２
ペ
ー
ジ
参
照
）

第
１
部
は
広
島
在
住
の
“
期
　
末
岡
成
基
、
井
開

隆
広
□
人
の
二
重
奏
で
幕
開
け
。
司
会
者
の
挨
拶
の

後
す
ぐ
に
１
曲
日
、
武
満
徹
の

一ヽ企
良
少
年
」
を
演

奏
．
演
奏
者
紹
介
の
後
に
２
曲
日
、
ベ
リ
ナ
テ
ィ
の

「ジ
ョ
ン
ゴ
」
を
演
奏
し
た
．
こ
の
２
由
は
ギ
タ
ー

界
で
は
近
年
広
く
演
奏
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ス
タ

“̈̈
“聯

一“悧

第 12 号
●
，

ン
ダ
ー
ド
曲
で
タ
イ
ム
リ
ー
な
選

曲
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

２
番
目
は
“
期
の
浦
田
庄
平
氏

の
独
奏
で

「
ア
ナ
ト
リ
ア
民
離
の

主
題
に
よ
る
変
奏
曲
」
．
こ
の
出

は
こ
こ
数
年
前
か
ら
演
奏
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
ま
だ
馴
染
み
の
海

い
由
だ
が
、
民
族
音
楽
的
な
メ
ロ

デ
ィ
で
理
解
さ
れ
や
す
い
た
め
急

激
に
ギ
タ
ー
界
に
浸
透
し
て
き
て

い
る
。
浦
口
氏
は
現
役
時
代
に
ギ

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
　
大
学
生
の
部

で
同
曲
を
演
奏
し
優
勝
し
て
い
る

だ
け
に
余
裕
の
あ
る
演
秦
だ
っ
た
．

”
期
の
次
は
１
期
の
根
本
善
弘
氏

が
登
場
．
１
期
、
２
期
の
Ｏ
Ｂ
が

独
奏
で
出
演
す
る
、
そ
れ
自
体
が

関
大
Ｏ
Ｂ
会
の
底
力
を
見
せ
つ
け

ら
れ
た
よ
う
な
気
が
す
る
と
他
大

学
Ｏ
Ｂ
よ
り
賞
贅
さ
れ
た
の
も
う

な
ず
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
．
根
本

氏
の
演
奏
曲
は

「ア
ル
ハ
ン
プ
ラ

の
思
い
出
」
．
奎
極
の
名
曲
で
あ

る
害
の
こ
の
曲
も
最
近
の
ア
マ
チ

エ
ア
イ
タ
ー
界
で
は
ほ
と
ん
ど
演

姜
さ
れ
な
く
な
っ
た
。
し
ば
し
ギ

タ
ー
か
ら
離
れ
て
い
る
Ｏ
Ｂ
議
氏

や

一
般
の
観
客
に
と
っ
て
は
大
層

喜
ば
れ
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
。
１

部
最
後
は

一パ
ロ
ツ
ク
ア
ン
サ
ン

プ
ル
」
だ
が
　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と

い
っ
て
も
指
揮
者
を
立
て
る
”
名

の
合
奏
だ
。
指
揮
者
は
口
期
の
森

兼
弘
氏
で
　
リ
コ
ー
ダ
ー
、
キ
ー

ボ
ー
ド

チ^
エ
ン
バ
ロ
音
）
も
加

え
た
．
曲
目
は
バ
ッ
ハ
の
プ
ラ
ン

前

回

を

下

回

る
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И

店
）
”
の
″
為
な
動
疇
”
酵
」
跡
″
″
い
ヽ

Ⅲ

出
演
者
も
か
な
り
の

「
つ
わ
も
の
」
揃
い

―――‐

と
い
う
事
も
み
っ
て
、
そ
こ
そ
こ
の
レ
ベ

＝
¨
ル
に
達
し
た
も
の
と
思
え
る
。

‐１‐‐

　

２
都
最
初
は
、
ｍ
期
　
浅
野

一
則
氏
の

―――‐

独
奏
で

「グ
ラ
ン
ソ
コ
」
．
浅
野
氏
は

「

Ⅲ

エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
の
オ
ー
ナ
ー
」
と

一キ
タ

ーーー‐

―
の
名
手
」
と
い
つ
事
で
内
外
に
終
て
も

―――‐

著
名
だ
が
同
コ
ン
サ
ー
ト
で
も
こ
の
独
奏

Ⅲ

の
凄
さ
は
多
く
の
反
響
を
呼
ん
だ
と
聞
か

Ⅲ

さ
れ
て
い
る
．
次
ぎ
に
２
期
の
岩
井
英
二

‐―――

氏
の
独
奏
．
１
期
の
根
本
氏
と
同
様
、
ス

＝

テ
ー
ジ
に
現
れ
た
だ
け
で
も
客
席
が
緊
張

Ⅲ

す
る
ほ
ど
威
厳
が
あ
っ
と
い
う
寸
評
だ
っ

″

た
。
岩
工
‘氏
は
こ
の
日
の
観
客
に
は
耳
な

ＯＬ

れ
た

「イ
エ
ス
タ
デ
イ
」
を
携
え
て
の
登

武
満
徹
の
編
由
に
よ
る
も
の
で
和
音
　
メ

ロ
デ
ィ
共
に
見
事
な
流
れ
を
持
っ
た
絶
品

だ
っ
た
。
独
奏
の
最
後
は
、
か
つ
て
関
大

の

「花
」
と
ま
で
泳
わ
れ
た
フ
ラ
メ
ン
コ

で
、
そ
の
ま
た
英
雄
で
あ
っ
た
７
期
の
早

川
賢
治
氏
だ
．
だ
が
、
そ
の
早
世
氏
も
今

回
の
出
壼
要
請
を
受
け
る
ま
で
な
彙
霰
〓

度
も
ギ
タ
ー
に
触
れ
た
事
が
無
か
っ
た
と

い
う
．
出
演
を
受
諾
し
て
か
ら
リ
ハ
ビ
リ

を
重
ね
て
当
日
に
備
え
た
と
い
う
が
、
そ

の
見
事
な
演
奏
は
観
客
を
釘
付
け
に
し
た
．

２
部
の
最
後
は
、
や
は
り
関
大
の

『花
」

ラ
テ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
だ
。
レ
キ
ン
ト
は

９
期
の
竹
本
真

一
氏
で
、
彼
は
「Ｚ
ア
ン
の

乗
り
は
好
き
だ
が
レ
キ
ン
ト
は
未
経
験
。

Ｏ
Ｂ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
の
一
員
で

あ
り
、
レ
キ
ン
ト

リ^
ー
タ
ー
）
が
名
乗

り
で
な
か
っ
た
為
に
余
儀
な
く
レ
キ
ン
ト

を
弾
く
は
め
に
な
っ
た
。
こ
の
ラ
テ
ン
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
に
は
”
名
も
の
メ
ン
パ
ー
が

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
毎
回
の
線
習
曰

に
も
３
～
４
割
の
メ
ン
パ
ー
し
か
，
加
せ

ず
、
土
壇
場
ま
で
実
行
委
員
会
を
脅
か
し

た
。
し
か
し
な
か
ら
、
本
番
ギ
リ
ギ
リ
に

な
っ
て
よ
う
や
く
形
も
整
い
関
大
の
花
は

見
事
に
開
い
た
。
曲
目
は
海
と
●
ヽ

プ
ラ

ジ
ル
、
キ
サ
ス
　
キ
サ
ス

・
キ
サ
ス
、
ェ

ル
　
ク
ン
バ
ン
チ
エ
ロ
の
４
曲
で
往
年
の

E E F m‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖l‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖l‖‖lあるぺじお

第2回OBコ ンサート プログラム 握
:                                   :つ

…
●クラシックニ菫奏 ――  ――― (1:tイ ター, ネ岡 氏=13期 )

(21`イ ター, 丼ll 陸広●,期)
不農少年 〈武輌 散〉
ジョンIf(Pベ リ,テ ィ)
●クランック独 奏 ―    ― …   … … 洒田 圧子(30期)
アナトリア民日の三■によう壼奏山 (C ドメニコー■)
●クランック独 晏 ―― ―       ― ―― 根本 書弘 1期)
アルハンフラの思い出 (Fタ ルレガ)

…

た
が
、
同
面
は
世
界
的
に
名
高
い

●クラシック独 晏 一一 ― ― 一 ― ― ― ―― 洩野 -1110期 〉
グランツロ くFソ ル)
●バロ ックアン●●ンプル  ̈ ―    (指 菫音)森 兼  弘17期)
プランデンフルクll晏曲 第2■ より
,1豪 薫 "3癸 豪 (」 Sバ ッハ/森 兼 弘In由)

カノン 〈」 ′`ッフェルベル/高 本 健児儡出)
●クラシック独 奏  …         … … 岩丼 英二(2期)
イエスタデイ (Pマ ッカートニー&」 レノン/武 清 餞綱曲〉
●フ,メ ンコ独 晏 ― ― ―― ―  ―― ――一  早″ 贅治17期)
ファルーカ (サビーカヌ蝠山)
ソレアレス (三好 保彦編曲)

●,テ ンアンサンブル …     ― (リーダー)● 本 兵-19期 ,

"と

奎 く」 0ド リゲヌ/高 本 ●児鳩曲)
プラツル (Aバ リーゾ/商 本 愴児

“

ω
キサス キサス キサス (0フ ァレス/41ホ  真―輌由)
エル クム′ヽンチメロ (Rエ ルナンデタ/心 本 億児II由)

…●
大 合 ■    ― ―   ―  (IL■ ■)木 1す 洛三19期)
く0み 割り人ラより、
花のワルツ 〈Pチ ャイコフスキー′木1, 洛三ll自〉

小組曲よ|」、メヌエットと行列 〈C ドビoッ シー/木 1, お三II曲〉
:   おもち●の文口由 〈Lモ ーツアルト/木 rl 沿三ll由)     :
:   少年時代 (井上 "X/木 村 沿三編由)            :

．馨
”経蟻
製
誤
紙
わ衆難
疑。司
会
者
に
プ
ロ
を
起
用

今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
可
会
者
に
東

京
の
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
ク
ラ
フ
所
属

の
石
崎
み
き
さ
ん
を
招
嬌
し
た
。
石
崎
さ

ん
は
大
谷
女
子
大
学
ギ
タ
ー
ク
ラ
フ
曹
身

で
、
同
ギ
タ
ー
ク
ラ
フ
は
関
大
Ｏ
Ｂ
７
期

司
会
者
が
登
場
し
祝
電
や
花
東
等
驚
贈
品

の
紹
介
を
し
た
後
、
緞
張
が
上
が
る
が
舞

台
上
に
は
格
子
と
ギ
タ
ー
が
置
い
て
あ
る

だ
け
．
指
揮
者
の
”
期
　
木
村
浩
〓
氏
の

呼
び
か
け
に
よ
り
演
奏
者
が
客
席
よ
り
登

場
す
る
と
い
う
０
抜
な
演
出
だ
。
曲
目
は

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
花
の
ワ
ル
ツ
、
ド

ピ
ュ
ツ
シ
ー
小
経
由
よ
リ
メ
ヌ
エ
ッ
ト
と

行
列
、
お
も
ち
ゃ
の
交
薔
由
．

お
も
ち
や
の
交
じ
曲
で
は
Ｏ
Ｂ
の
お
子

さ
ん
が
出
演
す
る
と
い
う
趣
向
で
、
口
期

・
山
本
直
次
さ
ん
、
同
じ
く
小
野
益
男
さ

ん
の
お
子
さ
ん
が
そ
れ
ぞ
れ
打
楽
器
で
出

浜
し
た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
出
演
著
全
員
が

舞
台
に
上
が
り
井
上
陽
水
の

「少
年
時
代

」
一ζ
口
客
と
共
に
歌
い
閉
幕
と
な
っ
た
。

以
降
と
は
交
流
が
あ
っ
た
為

今
回
は
無

債
で
応
機
に
駆
け
つ
け
て
頂
い
た
と
い
う

も
の
．
司
会
者
に
プ
ロ
を
起
用
し
た
事
よ

り
前
回
と
は
違
う
思
い
切
っ
た
ス
テ
ー
ジ

進
行
が
可
能
と
な
っ
た
。
司
会
者
が
マ
イ

ク
を
持
っ
て
走
り
回
り
独
奏
者
へ
の
イ
ン

司会の石綺みきさん

全 出 演 者 67名

バロックアンサンブル鮨 揮きは森兼弘さん)



皿

静
に
合 ュ
ロ
．
は
競
組
騰
¨
脚
相
漏
引
な
わ

＝

り
込
み
な
が
ら
出
演
者
と
一
体
化
し
た
楽

＝

し
い
お
し
や
べ
り
を
交
え
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

Ⅲ
音
楽
の
演
奏
会
と
し
て
は
終
始
和
や
か
な

Ⅲ

ム
ー
ド
に
包
ま
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
だ
つ
た
。

打
上
げ
は
１
０
３
名
が
参
加

‐―――
　
　
「打
ち
上
げ
」
は
同
会
館
内
の
レ
セ
ブ

Ⅲ

シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
で
、
立
食
パ
ー
テ
ィ
の
形

‐―――

で
行
な
わ
れ
た
。
会
館
内
で
行
な
わ
れ
た

‐―――

為
参
加
者
は
出
渡
者
数
を
大
幅
に
上
回
る

口

」
「
”
埓
い
峰
『
げ
は
¨
躁
）
の
み
が
前

第
２
回
コ
ン
サ
０
卜を
終
え
て

前^
実
３
奎
３
８

１２
期
　
山
本
　
直
次

コ
ン
サ
ー
ト
を
終
え
早
や
半
年
笙
蜃
興

残
暑
厳
し
き
９
月
の
初
旬
、
ａ
が

『名
誉

終
身
幹
事
長
』
高
本
先
輩
か
ら
、　
昼
檜
【

紙
の
純
摯画
が
空
一い
て
い
る
の
で
適
当
に
何

か
０
い
て
ス
ペ
ー
ス
を
埋
め
て
く
れ
。
」

と
の
依
頼
を
頂
き
、
日
れ
か
け
た

，
）当

時
の
記
憶
を
思
い
起
こ
し
、
思
う
ま
ま
に

書
か
せ
て
頂
き
ま
す
。

思
い
起
こ
せ
ば
四
年
前
　
何
故
か
酔
い

に
任
せ
実
行
委
員
長
を
考
え
も
せ
ず
引
き

受
け
、
先
ず
同
期
の
青
木

・
■
目
両
氏
を

巻
き
込
み
、
４
期
の
今
回
先
輩

（後
に
転

動
の
た
め
八
島
先
輩
に
バ
ト
ン
タ
ツ
チ
）

を
始
め
多
く
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

つ
」革
命

は
後
報
）
の
方
々
に
意
ま
れ
、
楽
し
く
又

充
実
し
た
時
を
過
ご
せ
ま
し
た

（終
わ
っ

た
か
ら
言
え
る
事
で
す
‥
‥
実
感
）
．

そ
し
て
祭
り
の
後

何
ら
書
労
せ
ず
次

期
実
行
委
員
長
に
清
野
氏

“^
期
）
が
名

乗
り
出
て
く
れ
、
ホ
ツ
と
し
て
い
る
今
日

こ
の
頃
で
す
．

最
初
の
思
感
か
ら
は
造
か
異
な
り
、
底

び
菫
な
る
打
ち
合
わ
せ

（ア
ル
コ
ー
ル
の

有
無
に
拘
わ
ら
ず
）
を
経
た
後
、
３
月
お

日
の
本
番
を
迎
え
、
高
ま
る
興
書
と
焦
燥

感
に
耐
え
、
そ
れ
な
り
に
運
営
は
ま
ず
ま

す
と
自
負
す
る
反
面
、

「第
１
回
」
に
比

べ
参
加
者

・
入
場
者
共
々
下
回
っ
て
し
ま

い
、
Ｏ
Ｂ
会
の
拡
大
に
反
比
例
し
た
意
餞

の
低
下
に
少
し
落
胆
も
正
直
致
し
ま
し
た
。

だ
が
、

「継
続
は
力
な
り
」
．
折
角
先

輩
の
方
々
が
企
画
し
た
当
コ
ン
サ
ー
ト
、

そ
の
小
さ
な
火
を
消
さ
な
い
で
頑
張

っ
て

ネ
　
浦
野
君
．

尚
、
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
当
に

第
３
回
に
向
け
て

第
１
回
コ
ン
サ
ー
ト
が
平
成
５
年
３
月

”
日
に
開
催
さ
れ
実
行
萎
員
会
で
は

「次

回
の
ロ
ロ
醤
ヽ
ど

を
Ｉ
Ｉ
里
Ｆ
口
０
さ
ま
ざ

ま
な
状
況
を
考
慮
の
上
、
４
年
後
と
し
た
。

「第
２
回
」
は
そ
の
決
定
遠
り
の
開
催
と

な
っ
た
。
こ
の
事
例
に
基
づ
く
と

「第
３

回
」
は
平
成
Ｂ
年
の
３
月
頃
と
い
う
事
に

な
る
。
こ
れ
ま
で
の
経
綸
に
準
ず
れ
ば
会

期
２
年
前
の
平
成
■
年
３
月
頃
に
実
行
姜

員
会
が
発
足
、
夏
頃
に
リ
ー
タ
ー
や
曲
日
、

年
内
に
出
演
者
や
曲
目
等
を
内
定
、
２
年

初
旬
よ
り
楽
僣
の
作
成
、
春
に
会
期
　
会

場
が
決
定
、
■
頃
か
ら
練
習
開
始
、
■
年

３
月
本
番
と
い
う
行
程
に
な
る
。

鶏田勧ｒ
会
メ
ン
パ
ー
募
集

第
１
次
委
員
長
は
１７
期
　
森
兼
彗
角

第

２
次
は
２
期
　
山
本
直
ム
堪
が
就
任
し
た

が
、
第
３
次
委
員
長
に
は
１４
期
の
浦
野
壺

彦
氏
が
内
定
し
て
い
る
．
百
人
の
人
員
と

百
万
の
金
を
動
か
す
大
変
な
コ
ン
サ
ー
ト

を
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で
運
営
す
る

「彙
存
委

員
会
」
と
い
う
組
織
の
ご
苦
労
は
言
葉
で

は
書
い
尽
く
せ
な
い
も
の
が
あ
る
が
、
大

変
な
分
感
慨
も
ひ
と
し
お
か
と
思
え
る
。

第
３
次
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て

あ
な
た
も
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
申
し

込
み
は
、
前
実
Ｉ
委
員
会
メ
ン
パ
ー
ま
で
。
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第2回OBコンサート 決 算 報 告

基
国
目
な
お
付
き
合
い
を
頂
き
ま
し
た
実

行
委
員
会
メ
ン
パ
ー
の
ご
革
命
を
記
さ
せ

て
頂
き
ま
す
載
称
路
）
．

４
期

・
八
島
、
９
期

竹
本

高
本
、
稲
生
、

口
期

・
青
木
、
■
日
ヽ
“
期

・
森
兼
、
長

谷
川
、
”
期

・
木
村
、
３‐
期
　
八
雲
、
の

場
屋
■
々
ご
愁
傷
様
で
し
た
。

カンパ・広告ありがとうございました
第2回 コンサートは第 1回 目と比べ出演者の申込み数が

漱減 (第1回は140名)し スタートから盛り上がりに欠けて
いた。実●委員会では 「出洟者の増大Jと f経費の削減J
を大きな熙日として取り組んだ。出演者については強制す
るわけにもいかず、おのずから限界があったが 実行委メ

ンバーの電話作戦により最終的には百名近くにこざつけた
(出演者の実数は

`7名
〉。経費については前回のデータを

基に一項目ずつチェックして削減に努めた.邸 送費やホー
ル側書料等高騰している部分も多大であったにもかかわら

ず前回の七割位にまで納めるに至った。更にはOB議 員並
びに関係者の方々のカンパ又広告掲載協力により1万円強
のマイナスで決済する事ができた.

カンパ 広普及び贈答品等々ご協力頂いた 個人 団体
のご芳名は次の通り(銅 .

(3期 ,檀田淳―、(4期 ,林清治、 (5期 )名,武 英、IL■後
明 き岡正●  (6/Jl,西尾ヌ弘、山本驚子、■日新平、
(7期 )河井武貞 咲口規7、 永井正技 早ル1賢治、 7期 ―

同 (9期 ,稲生哲夫 商本健児、 (0期 )残野―則、りヽ神■

= 10期 ―同、 (2期 )石橋早奈■ (4期 ,野中けい子、
(0期 ,日中寿彦 17趙 )=兼 弘 |,期 )洟丼悦子 フレッ
ト東暑オブキ、いファナ大阪 グラナダ、エスパーニャ、
トップシンバル、ロゴス、贅居情之ギター数室、福田進―、
P・1下工司、■谷晨口、関西学生ギター連盟、梅花女子大学

イタークラフOG全 、大谷女子大学イタークラフOG会 、
拍原市役所

“

大会.

現役生の皆様ありがとうございました
コンサー ‐ 運営に欠かせない舞台裏と受付要員は前回
に引続き現役生にお願いしました。書体み中にも関わらず
ご足労戴いた20数名の現役生諸氏に厚くお礼申し上げます。

ラテンアンサンフル

収入
 18瑚11繰i壽[1142'大"3細 :,31888
●梶 儀              1 1 0  0 0 0
0広  告               9 5  0 0 0

合 計  1 006  0 0 o

支 出 |●ホール側詞料

:3こ ζ l二 こIデ 11代
分       :|||||

●コピー代              53 984
0お ネt崚 役生,            30 000
●交通費

`可

会詢           4o oo。

路 1,f場 鍵 艦 錫 1   10:8::
●花栞代                5 150
●難賣(当日前出等,          45 601

合 計  1 019 4 6 0

たし,は額              △13 460



露
鬱
知卸
″サ‐を
１４
期
生
の
パ
ワ
ー
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今
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
於
て
当

初
出
渡
希
望
者
の
数
が
あ
ま
り
に

も
少
な
い
の
で
実
行
委
メ
ン
バ
ー

で
各
期
ピ
と
に
手
分
け
し
て
電
話

で
の

「勧
誘
」
を
す
る
事
と
し
た
。

‐４
期
生
に
関
し
て
は
、
口
期
の
青

木
敏
明
氏
が
担
当
し
た
。
三
回
生

と
一
回
生
と
い
う
現
役
時
代
で
は

何
か
と
絆
の
深
い
関
係
に
あ
る
為

か
、
当
初
の
参
加
申
込
み
者
が
山

口
勉
氏
た
だ

一
人
で
あ
っ
た
筈
の

“
期
生
が
な
ん
と
一
気
に
Ю
名
に

膨
れ
上
が
っ
た
の
で
あ
る

内^
１

(第1回コンサートとの比較による)申目[ 田嗜予 141 1菫テ

名
は
不
参
加
）
．　
一
説
で
は
青
木

氏
の

「勧
誘
」
は

「恐
鳴
」
の
域

で
あ
っ
た
と
い
う
が
。
と
も
あ
れ
、

無
理
矢
理
の
出
演
で
あ
っ
た
に
し

ら
、
い
ぎ
練
習
が
始
ま
る
と
そ
の

出
席
事
の
高
さ
や
取
り
組
み
方
に

お
て
も
各
合
奏
ア
ン
サ
ン
フ
ル
共

に
突
出
し
て
い
た
と
い
う
．
第
“

日
廷
演
で
ア
ラ
ン
フ
エ
ス
協
秦
・曲

を
野
中

旧^
姓
　
岡
杢

け
い
一〓
氏

の
ビ
ア
ノ
伴
奏
で
弾
い
た
市
場
倍

‘
‘
氏
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
渡
秦
は

今
も
語
り
継
が
れ
る
名
演
だ
っ
た
。

今
回
の
Ｏ
Ｂ
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
こ

の
２
人
も
”
●
燿

野
Ｆ
氏
は
パ
ロ

ツ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
リ
コ
ー
ダ

ー
で
出
演
し
た
。

Ｏ
Ｂ
会
の
数
々
の
行
事
に
幹
事

役
の
山
口
氏
以
外
に
は
殆
ど
顔
を

出
す
事
の
な
か
っ
た
“
期
生
だ
が

第
２
回
Ｏ
Ｂ
コ
ン
サ
ー
ト
に
て
頭

角
を
現
し
た
と
い
え
る
か
も
知
れ

な
い
．
第
３
回
コ
ン
サ
ー
ト
で
は

実
行
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
浦

野
豊
彦
氏
が
内
定
し
て
お
り
　
１４

期
生
を
核
と
し
た
組
織
が
発
足
さ

れ
る
事
に
な
る
だ
ろ
う
。
益
々
の

パ
ワ
ー
が
期
待
さ
れ
る
と
こ

平
成
９
年
度
幹
事
会

〈
議
事
報
告
〉

"2回

コンサート 第 1回 コン,一 卜(摯著)

奢 歌 67名 (申込者99名, 86名 +綿 2名 (申込著

''名

)

来 ■ 者 黎 352人

◎03来 場者=36名 (75%)
521人

◎OB来 ■者数=12名い09%)

宣伝颯

“

年 ●雑臆 (現●イター)

●チラシ (グラナス エスバーニ ャ

■anaフ レット楽書オサキ

猪居ギター教室 心斎樹 川
^‖

A

メインアター )

●Itt(■代イター)

●チラシ(グラナダ

フレット楽器オザキ

メイシアター)

招 待 状 大学ギター322 ギター教室04 大学イター都22 イター教=70

アンクー ト 回収数 34枚 (07χ ) 日収獣 45枚

“ `χ

)

"OB´

回収颯 37枚 回収欧 42枚

打 上 げ 蓼加者数 103名 (内現役■22名 掌加奢嶽 93名 〈内現役生15名)

凛 習 日 漿 バロック 0日 ラテン10口、

大合奏 80 (合 曰練習 合宿合)

バロック8回 、ラテン8回 、

ポピュラー10回 大合■ 6回 、
(合同線習、合宿合 ,

薇雷,m率
(平均,

バロック

“

6χl ラテンに

'χ

)

大合奏

“

0%)

バロックけ4%, ラテン02%,

ポピュラーい
`%,大合奏

“

0%'

出洟多加贅 0000円 : 00円

カン′鱈 入 9件  10,O00円 7● 211 000円

バンフ広告 ,44 95000円 21作、 |“ 000円

入収 1 00●  000円 1 401 0 7 2円

出支

※酔錮は

3ペ ージ

,照

収    支

l  o 1 9  4 6 0円

0ホ ール代
'622'|0 ' ,シ 、バンフ印刷代 |`0800

1 358 833円

0ホ ール代 28`.48,

0同 印漏l代 |' 004

0お
'L(現
役 ロゴス

広し主等)12,OOO

oキ 当代 4,2,1

0打 上げ負担分
`1070◎同饉杉代260000

+43 130円

Ｏ
Ｂ
会
組
織
に

「
管
理
部

」
を
新
設
′

本
年
度
の
幹
事
会
が
去
る
７
月

６
日
（日
一　
午
後
１
時
よ
リ
エ
ス

パ
ー
ニ
ャ
に
て
開
催
さ
れ
、
況
役

四
回
生
２
名
を
含
む
１４
名
が
出
席

し
た
。
現
役
四
回
生
に
は
次
期
０

Ｂ
と
い
う
事
で
Ｏ
Ｂ
会
の
輪
郭
を

理
解
し
て
頂
く
目
的
に
よ
り
毎
年

出
席
し
て
も
ら
つ
て
い
る
．

出
席
者
は
５
～
”
期
と
例
年
よ

り
は
狭
い
世
代
内
に
於
て
の
開
催

と
な
っ
た
．
５
期
は
代
表
幹
事
の

名
倉
さ
ん
が
福
岡
市
赴
任
に
な
っ

て
い
る
た
め
本
年
度
よ
り
臼
井
彰

彦
さ
ん
が
代
表
幹
事
と
し
て
に
就

任
す
る
０
と
な
っ
た
。
議
長
役
は

例
年
の
９
期
　
竹
本
さ
ん
が
仕
事

の
都
合
上
遅
着
の
た
め
、
口
期
の

森
兼
さ
ん
が
代
役
を
努
め
た
。
議

題
〓
内
容
は
次
の
通
り
。

（事
業
報
告
〉

平
成
８
年
７
月
～
平
成
９
年
６

月
の
Ｏ
Ｂ
会
の
行
事
が
各
々
担
当

者
よ
り
報
告
さ
れ
た
。
ｍ
ベ
ー
ジ

に
掲
載
の
き
工
重
鷺
青
は
機
関
紙
発

行
時
よ
り

一
年
間
の
も
の
。

〈Ｏ
Ｂ
コ
ン
サ
ー
ト
結
果
報
告
〉

前
実
行
委
員
長
の
１２
期
　
山
本

直
次
さ
ん
よ
リ
コ
ン
サ
ー
ト
の
詳

細
が
報
告
さ
れ
た
。
内
容
は
全
要

・
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
　
収
支
報
告

・
出
減
者
の
総
〈
Ｂ
ア
ー
タ
等
で
、

報
告
書
と
し
て
い
判
”
ベ
ー
ジ
の

冊
子
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
で

）
希
望
者
は
前
実
行
委́
員
メ
ン
パ
ー

ま
で
申
し
込
ん
で
下
さ
い
．

〈第
２
回
独
重
奏
演
奏
会
〉

同
濾
〓
会^
の
準
備
経
過
報
告
が

主
宰
著
で
あ
る
”
期
　
木
村
さ
ん

よ
り
報
告
さ
れ
た
。

〈そ
の
他
〉
と
し
て

■
嘔
年
よ
り
議
題
に
上
が
っ
て

い
た

『パ
ソ
コ
ン
の
導
入
」
の
件

が
９
期
　
稲
生
さ
ん
よ
り
報
告
さ

れ
た
．
Ｏ
Ｂ
会
も
会
員
数
の
増
加

に
伴
い
管
理
業
務
が
煩
雑
化
し
て

き
た
為
、
パ
ソ
コ
ン
の
導
入
を
提

議
し
て
き
た
が
予
算
上
の
問
題
で

厚
か
ま
し
く
も

「会
員
よ
り
の
寄

贈
」
に
委
ね
て
き
た
．
結
果
７
期

の
咲
日
さ
ん
、
Ｂ
期
の
岸
本
さ
ん
、

”
期
の
前
田
さ
ん
よ
り
申
し
出
が

あ
り
Ｏ
Ｂ
会
も
い
よ
い
よ
本
格
的

に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
管
理
体
制
へ
と

進
展
し
た
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
導
入
に
伴
い
、

当
然
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
求
め
ら
れ

る
事
に
な
る
訳
だ
が
”
期
の
前
日

さ
ん
に
ム
リ
を
お
願
い
す
る
事
と

な
っ
た
。
同
時
に
Ｏ
Ｂ
会
の
正
式

な
組
織
と
し
て

「管
理
部
」
を
併

設
、
そ
の
役
員
と
し
て
前
田
さ
ん

に
就
任
し
て
頂
く
事
と
な
っ
た
。

…………………平成9年度幹事会出席者 …………….



*■ 半キ半キキキ■■丼キ■■=■ 率

“

■苺キキキ半丼丼キ■キキ十■■キキキ=丼 キキ■十■■■キキキキキ■キ十■■■■丼キ■■■■

糧

爺

繊

鰭

直

っ
打

＝

　

”
期
の
前
日
で
す
。
今
回
、
Ｏ
Ｂ
会
に

‐―――‐

管
理
部
が
設
立
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
私

‐―――

が
着
任
す
る
と
に
な
り
ま
し
た
。
宜
し
く

―――‐

お
願
い
致
し
ま
す
．

脚

　

今
回
の
経
緯
は
、
Ｏ
Ｂ
会
が
パ
ソ

・
コ
ン

‐―――

の
寄
贈
を
求
め
て
い
る
内
容
の
機
田
寝
一の

Ⅲ

記
事
を
見
だ
の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
ち

‐‐――

よ
う
ど
私
の
机
の
上
に
古
い
パ
ソ
コ
ン
が

‐―――

邪
魔
に
な
っ
て
い
た
の
を
捨
て
る
に
忍
び

Ⅲ

な
く
て
、
９
期
の
稲
生
さ
ん
の
鉄
工
所
に

‐―――‐

運
び
込
み
、
何
に
使
う
の
か
話
を
聞

『＝

う
か
。
そ
れ
か
ら
の
２
時
間
は
ア
ッ
と
い

う
間
で
、
な
つ
か
し
い
話
、
お
も
し
ろ
い

話
が
と
び
か
っ
て
い
ま
し
た
。
一
一次
会
は

エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
ヘ
全
員
で
行
き
ま
し
た
。

日
帰
り
の
予
定
だ

っ
た
名
古
屋
の
藤
原
君

期

・
■
目
さ
ん
が
来
て
く
だ
さ
い
ま

最
後
に
浅
野
さ
ん
が
グ
ラ
ン
ソ
ロ
を
弾
い

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
諸
先
輩
方
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ｍ
年
ひ
と
昔
と
い
う
こ
と
は
、
私
た
ち

Ⅲ

く
う
ち
に
パ
ソ
コ
ン
が
使
え
る
人
が

‐２

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
っ
た
０

Ｌ

で
す
。

同
』
つつ”墨
・は曇
をっ饗

亦
【̈
哺泳、いい無の“馳『『康

脚　「“けれ蹴けれ嗽わいＯｒ」嘲

剛
「れぐ稀耗けれ嗽籠員っぃな一』

剛
諄
譜
発
畿恥
紺
訛配

＝

い
し
役
員
会
に
推
薦
し
と
い
て
あ
げ

Ⅲ

る
よ
、
と
，
く
さ
さ
や
か
れ
、
私
も

Ⅲ

そ
ん
な
も
の
か
な
と
色
気
を
出
し
た

Ⅲ

の
が
こ
の
結
果
で
す
．

‐―――

　

七
月
の
役
員
会
で
は
、
稲
生
さ
ん

Ⅲ

の
会
費
の
集
計
の
管
理
ソ
フ
ト
、
高

＝

本
さ
ん
の
会
員
へ
の
発
送
業
務
で
宛

口

』
］
Ⅷ
¨
“
勅
凱
々
¨
」
い
曖
¨
稀

平
成
９
年
７
月
”
日
、
わ
が
１４
期
の
同
意

会
が
本
部
”
周
年
と
祝
し
て
開
か
れ
ま
し

た
。
幹
事
は
山
口
君

（当
時
の
よ
う
に
君

づ
け
で
失
礼
し
ま
す
）
が
宴
会
係
、
安
宅

君
が
名
簿
ヽ
出
欠
係
と
い
う
感
じ
で
ム
欧

は
難
波

「叙
園
」
と
い
う
中
車
料
理
店
で

円
卓
を
目
み
ま
し
た
．
参
加
人
数
は
ヽ
名

で
名
簿
に
の
っ
て
い
る
の
が
”
名
だ

っ
た

の
で
と
て
も
高
い
出
席
率
で
し
た
。

そ
の
日
は
梅
雨
も
あ
け
て
、
■
す
き
る

と
い
う
こ
と
も
な
く
、
私
一た
ち
の
よ
う
に

き
わ
や
か
に
晴
れ
た
日
で
、
私
た
ち
女
性

３
人
組
は
途
中
で
待
ち
合
わ
せ
て
会
場
に

む
か
い
ま
し
た
。
部
屋
に
入
る
と
す
で
に

は
と
ん
ど
の
男
性
〓
は
到
着
し
て
い
て

「オ
ー
ツ
」

一ヤ
ア
ー
ツ
」
と
い
う
感
じ

て
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。
実
は
来
る
途
中

で
、
籠
々
が
来
て
る
か
な
あ
、
と
話
し
た

り
し
て
い
た
の
で
す
が
、
な
ん
せ
ｍ
周
年

の
時
は
欠
席
し
た
の
で
、
”
年
ぶ
り
の
人

も
け
っ
こ
う
い
る
わ
け
で
、
こ
れ
は
か
な

リ
オ
ヤ
ジ
は
い
っ
て
て
も
し
ょ
う
が
な
い

か
な
あ
、
自
分
を
棚
に
あ
げ
て
考
え
て
い

た
の
で
す
。
が
以
外
に
も
、
そ
の

『ヤ
ア

ー
ツ
」
の
ふ
ん
い
気
、
都
量
の
空
気
、
学

生
時
代
と
変
わ
っ
て
い
な
い
の
で
す
。
打

ち
上
げ
コ
ン
パ
の
日
と
い
う
感
じ
で
し
ょ

は
、
江
島
君
が
奥
さ
ん
に
電
話
で
交
渉
し

て
外
泊
を
許
し
て
も
ら
い
二
次
会
に
行
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
す
が
元
部
長
は

説
得
が
う
ま
い
。
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
に
は
９

期
　
竹
本
さ
ん
、
Ю
期
　
岩
岡
さ
ん
、
ロ

は
ふ
た
昔
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
楽
し
い

一
日
を
過
ご
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
年
月

が
流
れ
て
一
人

一
人
が
違
う
道
を
歩
ん
で

い
て
も
、
い
つ
か
ま
た
笑
顔
で

「
コ
ン
パ

」
が
開
け
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。

回田
回鮨
"14期野中 けい子

OBの 皆さん、ご千1用下さい。
第1,期 谷本B男 です.こ の虔

丈I)「たにせんへ ようこそ」を開きました.
管理部とは,1で 03の 情報交換、交流をを計り

たいと思います.メ ールや伝潮 反を利用して
ページを作つていきたいと考えています.

HP メールは次の通りです.
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ギ
タ
ー
を

再
開
し
ま
し
た
。
再瑚九はいは̈
け筆オ
ンサート需

の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
見
学
、
あ
ん
な
に
大
勢

第
７
期
　
河
井
　
武
貞

　

の
Ｏ
Ｂ
が
集
ま
り
、
Ｘ
里
期
の
早
川
君
の

事
業
以
来
、
大
阪
を
離
れ
っ
ば
な
し
の
　
素
晴
ら
し
い
フ
ラ
メ
ン
コ
演
美
を
聞
い
た

私
に
と
つ
て
今
年
は
画
期
的
な
年
と
な
り
　
か
ら
で
す
．

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
川
君
と
は
数
年
前
、
大
阪
出
張
の
時

知床

と
い
う
の
は
Ｏ
Ｂ
会
の
活
動
を
知
り
、

又
ｍ
数
年
ぶ
り
で
フ
ラ
メ
ン
コ
ギ
タ
ー
を

限
に
近
く
在
り
　
無
い
の
は
お
金
だ
け
の

毎
日
で
、
ギ
タ
ー
と
旅
に
明
け
暮
れ
て
い

た
学
生
時
代
．
放
浪
癖
が
高
し
て
３
　
４

年
の
時
は
、
殆
ど
大
阪
に
居
ず
、
何
時
の

ま
に
か
ク
ラ
ブ
に
も
足
が
遠
の
き
ま
し
た
。

旅
の
果
て
に
行
き
着
い
た
の
が
、
北
海
道

の
知
床
で
し
た
．
根
無
し
草
の
生
活
も
何

時
の
ま
に
か
少
し
づ
つ
根
が
付
い
て
、
大

自
然
の
中
、
元
気
に
暮
ら
し
て
い
ま
す

今
で
は
ギ
タ
ー
も
ホ
コ
リ
を
か
ぶ
り

年
に

一
度
位
出
し
て
き
て
は
弾
い
て
い
る

の
で
す
が
、
指
は
勁
か
な
い
し
、
楽
僣
が

な
い
と
何
も
弾
け
な
い
状
態
で
す
．
唯

一
、

暗
譜
し
て
い
る
の
は
ソ
ル
の

「月
光
」
ぐ

ら
い
て
、
森
と
湖
の
中
、
妙
に
合
う
由
な

の
で
す
．

こ
ん
な
生
活
の
中
、
息
子
が
後
輩
に
な

り
、
学
生
生
活
を
同
じ
キ
ャ
ン
バ
ス
で
過

ご
す
の
か
と
思
う
と
感
慨
無
量
で
す
。
キ

タ
ー
ク
ラ
フ
に
入
部
す
れ
ば
い
い
な
と
思

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
ジ
ャ
ズ
研
に
入
っ

て
ビ
ア
ノ
を
弾
い
て
い
る
と
言
っ
て
き
ま

し
た
。
い
い
友
達
と
思
い
出
が
い
っ
ば
い

出
来
る
有
薫
季
な
学
生
時
代
を
過
ご
し
て

は
し
い
と
願
っ
て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

知
床
に
来
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
声
を
掛

け
て
く
だ
さ
い
．
釣
り

川^
で
も
海
で
も

Ｏ
Ｋ
）
と
ゴ
ル
フ
な
ら
何
時
で
も
付
き
合

い
ま
す
．
懐
か
し
い
話
を
肴
に
酒
で
も
飲

み
た
い
で
す
．
余
談
で
す
が
、
高
校
生
の

次
男
は
、
電
気
の
ギ
タ
ー
に
夢
中
で
、
ク

ラ
シ
ッ
ク
に
は
全
く
興
味
を
示
し
ま
せ
ん
。

ｍ
数
年
ぶ
り
で
再
会
し
ま
し
た

が
、
そ
の
時
が
傑
作
で
す
、
ホ

テ
ル
の
ロ
ピ
ー
で
お
互
い
何
度

も
顔
を
合
わ
せ
な
が
ら
気
付
か

ず
”
分
後
位
に
や
っ
と
会
え
ま

し
た
．

〈お
互
い
に
年
を
取
っ

た
ん
だ
）

そ
れ
か
ら
彼
と
は
毎
年

一
回

定
例
の
大
阪
出
張
の
際
会
っ
て
、

Ｏ
Ｂ
会
の
話
を
聞
き
ま
し
た

今
年
の
３
月
に
会
っ
た
時
、
翌

日
の
リ
ハ
ー
サ
ル
の
こ
と
を
知

り
　
仕
事
を
早
め
に
切
り
上
げ

て
大
急
〓
で
駆
け
つ
け
た
ら
ち

ょ
う
と
早
川
君
の
演
奏
が
始
ま

る
直
前
で
し
た
。

現
役
時
代
を
街
彿
と
さ
せ
る

彼
の
演
奏
は
、
私
に
と
っ
て
衝

摯
的
て
し
た
。

卒
業
以
来
ほ
と
ん
ど
手
を
つ

け
て
い
な
い
け
ど
何
時
か
は
再

開
し
よ
う
と
思
っ
て
い
た
ギ
タ

ー
、
彼
の
様
に
上
手
く
は
な
れ

な
い
だ
ろ
う
け
ど
取
り
敢
え
ず
、

地
域
の
ギ
タ
ー
ク
ラ
フ
に
入
会

し
ま
し
た
．

そ
し
た
ら
　
６
月
に
発
表
会

）

大
学
を
卒
業
し
て
、
気
が
つ
け
ば
％
年
．

今
ま
　̈
長
男
が
関
大
に
入
学
す
る
こ
と
に

な
り
　
お
年
ぶ
り
に
母
校
を
訪
ね
ま
し
た
。

関
大
前
か
ら
正
門
へ
　
辺
り
の
様
子
は
す

っ
か
り
変
わ
っ
て
い
た
け
れ
ど
懐
か
し
さ

と
共
に
当
時
の
記
憶
が
蘇

っ
て
き
ま
し
た
．

西
日
の
入
る
ム
シ
暑
く
き
た
な
い
ア
パ
ー

ト
で
、
セ
ゴ
ビ
ア
や
プ
リ
ー
ム
や
ウ
イ
リ

ア
ム
ズ
の
レ
コ
ー
ド
を
、
す
り
切
れ
る
ま

で
聞
い
て
い
ま
し
た
．
自
由
と
時
間
は
無

が
あ
る
の
で
出
演
し
ろ
と
の
鮨

に
な
り
、
全
く
言
う
事
の
関
か

な
い
指
に
失
望
し
な
が
ら
２
ケ

月
間
練
習
　
何
度
も
ト
チ
リ
乍

ら
恥
す
か
し
く
も
無
く
独
奏
を

や
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ヌ
送
ら
れ
て
き
た
機
関
紙
で

先
輩
や
同
ｂ

、̈
彼
薔
一の
逍
患
を

知
り
懐
か
し
い
気
持
ち
で

一
杯

で
す
。
私
は
現
在
、
東
京
近
郊
の
習

志
野
市
に
在
み
、
オ
フ
ィ
ス
は

花
の
銀
座
、
妻
¨
高
１
の
娘

小
５
の
息
子
の
４
人
家
族
で
人

並
み
に
楽
し
み
、
悩
み
乍
ら
の

毎
日
で
す
。

せ
っ
か
く
再
開
し
た
キ
タ
ー

こ
れ
か
ら
は
気
要
に
付
き
合
っ

て
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
．

にて

第9期
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徹
の
ギ
タ
ー

鈍
進

は
、
中
学
の
時
、
友

　
多
数
で
す
が
、
最
近
メ
キ
メ
キ
腕
を
上
げ

れ
た
遊
び
』
で
し
た
．　
て
い
る
Ｏ
Ｌ
、
ベ
テ
ラ
ン
フ
ラ
メ
ン
コ
ギ

も
な
く
左
手
マ
蟹
習
　
タ
リ
ス
ト
、
更
に
プ
ロ
の
ギ
タ
リ
ス
ト

（

の
は
不
可
能
だ
」
と
　
グ
ラ
ナ
ダ
に
も
出
演
さ
れ
た
日
中
崎
二
き

■

花
の
ギ
タ
ー
都
　
ん
）
等
多
矛
な
メ
ン
パ
ー
で
、
ア
ン
サ
ン

三
年
が
過
ぎ
て
し
ま
　
ブ
ル
を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
い
わ

家
並
み
に
感
激
し
、
始
め
て
ド
イ
ツ
の
地

〓一
い
ま
し
た
。
■
３
の
関
係
で
滋
賀
県
が
ホ
　
ゆ
る

『好
き
寄
り
」
の
状
態
で
す
の
で
、

を
踏
ん
だ
の
は
、
道
路
も
凍
り
つ
く
は
ど

」一
―
ム
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
十
年
　
決
ま
っ
た
指
津
者
や
指
導
者
は
い
ま
せ
ん
．

厳
し
い
寒
き
の
昭
和
五
十
二
年
二
月
の
こ

〓
前
茨
城
県
に
転
動
に
な
っ
た
際
、
近
所
の
　
和
気
あ
い
あ
い
と
や
っ
て
い
ま
す
．
））
」

れ
て
初
め
て
プ
ロ
に
　
数
年
は
近
所
の
グ
ル
ー
プ
と
の
合
同
演
姜

が
あ
り
ま
し
た
。　
　
　
会
や
単
独
の
演
奏
会
も
定
例
化
し
、
他
に

彙
調
か
ら
始
め
ま
し
　
公
民
館
や
自
Ｒ
●
塁

の̈
催
し
に
も
参
加
し
、

囁
は
少
な
か
ら
ず
シ
　
決
行
い
そ
が
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。
悩

音
の
出
し
方
の
書
腱

　
み
は
適
当
な
楽
静
が
少
な
い
こ
と
で
す
．

か
け
で
女
房
か
ら
も
　
９
期
の
竹
本
先
“
、
又
宜
し
く
お
願
い
し

な
っ
た
と
ほ
め
ら
れ
　
ま
す
ｏ
Ｏ
Ｂ
Ｌ
氏
の
中
に
も
お
持
ち
の
方

え
て
い
た
人
々
が
ど
っ
と
戸
外
に
く
り
出

〓一
ま
し
た
？
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
り
ま
し
た
ら
宣
し
く
お
願
い
し
ま
す
．

し
ま
す
。
復
活
察
に
は
、
猫
柳
の
木
に
色

〓一　

一現
在
、
草
津
市
、
守
山
市
、
大
葦
檜
彗
，　
　
）〓
」
で
提
案
で
す
が
、
Ｏ
Ｂ
会
で
今
ま

と
り
と
り
の
卵
が
飾
ら
れ
、
庭
で
兎
や
卵

一一
在
住
の
ギ
タ
ー
愛
好
蒙
十
数
人
で

壺
塑
口
　
で
の
楽
譜
の
″
Ｆ
否

リ
ス
ト
ア
ツ
プ
、
貸

型
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
探
し
を
し
ま
す
．　
　
〓
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
」
を
結
成
し
て
い
　
し
出
し
制
度
を
検
討
し
て
頂
け
な
い
で
す

花暉
市縣
孵
艶
一̈
鱚
障
障
膊
膊
膊
性
順
順
耀
陽

各
家
庭
で
も
花
壇
の
手
入
れ
に
忙
し
く
な

　

す
る
ト
ラ
ベ
ミ
ュ
ン
ア́
な
ど
へ
行
っ
た
も
　
マ
ス
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き
ま
す
。　
一
ヶ

り
ま
す
。
マ
ル
ク
ト

決^
ま
っ
た
曜
日
に
　

の
で
し
た
。
ま
た
、
■
の
パ
カ
ン
ス
に
は
、
月
前
か
ら
日
曜
日
ご
と
、
樅
の
案
で
編
ん

街
の
中
央
広
場
で
開
か
れ
る
●
天
市
場
）
　
　
ド
イ
ツ
人
の
よ
う
に

一
ケ
月
も
と
い
う
訳
　
だ
リ
ー
ス
に
ロ
ー
ツ
ク
を
灯
し
て
い
き
、

へ
い
く
と
、
冬
の
間
、
乏
し
か
っ
た
野
菫
一　

に
は
い
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
イ
タ
リ
ア
、
聖
夜
を
迎
え
ま
す
。
夜
、
各
戸
の
鷹
に
飾

や
果
物
が
嬉
し
く
な
る
は
ど
各
種
出
廻
り
、
　
ス
ベ
イ
ン
な
ど
南
欧
へ
、
た
っ
ぶ
り
太
陽
　
ら
れ
た
大
き
な
ツ
リ
ー
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

バ
ギ
ー
が
ひ
っ
く
り
返
る
ほ
ど
、
買
い
込

　

の
シ
ヤ
ワ
ー
を
浴
び
に
旅
立
ち
ま
し
た
。　
　
ョ
ン
が
、
な
ん
と
美
し
か
っ
た
こ
と
で
し

ん
だ
も
の
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
イ
ッ
の
■
は
、　
一
ケ
月
ほ
ど
で
過
ぎ
、　
　
ょ
う
。
年
も
お
し
っ
ま
り
、
ジ
ル
ベ
ル
ス

そ
し
て
夏
．
私
達
は
、
さ
ん
さ
ん
と
ふ
　

一秋
が
足
早
に
訪
れ
ま
す
。
み
る
み
る
う
ち
　
タ
ー

（大
晦
日
）
と
な
る
と
、
夜
の
十
二

り
注
ぐ
陽
光
を
求
め
て
、
休
日
ご
と
に
ハ
　

に
木
々
が
紅
案
し
、
十
月
も
す
ぜ
れ
ば
気
　
時
を
知
ら
せ
る
散
会
の
饉
の
書
と
共
に
、

ン
ブ
ル
グ
郊
外
に
あ
る
プ
レ
ー
メ
ン
や
り

　

温
も
ぐ
っ
と
下
が
っ
て
●
ま
す
．
ピ
ー
ル
　
ド
イ
ツ
各
地
で
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、

ュ
ー
ペ
ッ
ク
ヘ
、
ま
た
、
バ
ル
ト
海
に
面

　
祭
り
も
終
わ
る
と
、
今
度
は
待
望
の
ク
ス
　
ま
た
、
新
年
が
始
ま
り
ま
す
。

す
こ
と
な
く
現
在
に
い
た
っ
て
い
ま
す
。

い
ま
だ
に

『禁
じ
ら
れ
た
遊
び
』
は
む
ず

か
し
い
で
す
が
こ
の
先
も
練
習
し
続
け
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
尚
、
キ
タ
ー
が
好

き
で
毎
週
土
曜
日
午
後
、
合
秦
の
練
習
に

出
席
で
き
る
方
大
歓
迎
で
す
‥
‥
．

毎^
週
出
席
す
る
人
は
少
な
い
の
で
御
心

配
な
く
）

潤冑イターアンサンフル(左から4人 目が摯■)

■
新
Ｏ
Ｂ
の
ご
紹
介

本
年
度
卒
業
の
新
Ｏ
Ｂ
・
第
“
期
は
■

名
で
、
幹
事
は
田
中

亘
さ
ん
で
す
．

Ｏ
Ｂ
総
数
は
５
４
２
名
に
な
り
ま
し
た
。

名
簿
を
同
封
し
ま
し
た
の
で
、
フ
ァ
イ
ル

に
議
し
て
保
管
し
て
下
さ
い
。

■
住
所
変
更
者
案
内

本
年
度
の
，
一″
変
更
者

一
覧
表
を
同
封

し
ま
し
た
。
新
Ｏ
Ｂ
の
名
簿
と
区
別
す
る

一資

責
色
の
紙
に
印
刷
し
て
お
り
ま
す
。

こ
ち
ら
の
方
も
フ
ァ
イ
ル
に
綴
し
て
保
管

し
て
下
さ
い
。

■
ご
存
じ
の
友

教
え
て
下
さ
い
．

毎
年
多
く
の
方
が
転
居
さ
れ
ま
す
が
、

転
居
先
を
中
々
ご
連
絡
一頂
け
な
い
の
が
現

状
で
す
。
転
居
さ
れ
る
場
合
出
来
る
だ
け

ご
連
絡
下
さ
い
．
連
絡
先
は
本
紙
額
の
下

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
現
在
住

所
が
分
か
ら
な
い
方
々
は
次
の
通
り
で
す
．

ご
存
知
の
方
は
ご
連
絡
下
さ
い
。

:1期  藤原正敏 宮岡汗   12期  柳田周祐 秀沢治
:3期】機辺懲二       :6期  丼口正
:7期】 ″ヽ島息子 角野哲也 4沿 充雄 丸山芙美子
18翔】画 男 原田―男  :10期: 斎藤修
:12期】力1島薇三 今江隆 東野隆彦 吉村美佐子 増田とみえ
:1,期】 イヽ西洋子 小山よし子 :14期: 丼口雅行
:16期 回村実を 安達意子
:18期】上月孝― 秋里三杉 自

"義
勝

:,1期】那須憫子       :2`期 】西島膚尋 岡田直樹
:'1期】沖野蔵篠 大槻純―郎 荒尾健可 審多葉子 中谷清平
:″期 演口層蔵       `2`翔 : 上古代英弐 米国手史
::0期 鈴木尚文 西田敬彦         〈l_.39名 )



自
分
発
見

′

第
＝
期
　
福
本
　
正
明

「ボ
ン
ゴ
や
つ
て
み
―
ひ
ん
か
？
」
今

か
ら
二
十
数
年
前
、
先
輩
の
一
言
で
私
の

人
生
は
狂
い
出
し
た
の
で
し
た
。　
　
・

ギ
タ
ー
が
弾
け
る
よ
う
に
な
り
た
く
て

入
っ
た
の
に
、
ラ
テ
ン
　
パ
ー
カ
ツ
シ
ョ

ン
に
は
ま
っ
て
し
ま
っ
た
私
は

一
年
後
、

ギ
タ
ー
を
弾
か
な
い
部
員
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
以
来
、
い
っ
た
い
自
分
は
何

か
し
た
い
の
か
、
模
索
の
人
生
が
始
ま
っ

た
の
で
す
．

二
十
代
は
訳
が
解
か
ら
ず
　
た
だ
ひ
た

す
ら
仕
事
に
明
け
暮
れ
る
毎
日
．
三
十
代

に
な
っ
て
家
庭
を
持
ち
、
こ
の
ま
ま
で
い

い
の
か
と

一
念
発
起
、
色
々
な
資
格
に
チ

口田口‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖|‖‖‖あるぺじお VOL 12‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖l‖‖‖‖‖I‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖:口Bロ

1::量 ],
に し が ど ネ し
な て ど 

｀
1て

の ら で を  ン
Pな 何 取 施 テ

ス
。:艦 3署 ソ
t,■ ■■■■■■■

5彙

i . i壁 :

会
長
を
引
き
受
け
た
の
を
き
っ
か
け
に
、　
一
し
た
と
こ
ろ
、
卒
業
し
て
口
年
．
時
の
た

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
と
っぶ
り
つか
っ
い
っ早
さ
に
改
め
て驚
い
て
い
ま
す
。

●
Ｉ
期
　
山
根
　
典
昭

¨̈】̈̈
峙̈］一一一一一̈̈
叫̈
い̈̈
伸か．中̈］轟一俸̈「榊い一̈

福
祉
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク

行^
政
の
手
の
層
か

一
て
ぃ
る
自
分
を
み
る
と

『ギ
タ
ー
ヘ
の
執

¨̈̈
『”̈『赫つ一］̈『一赫̈
一̈̈『融筆』ぁゎば請け」調げ』の

驚
く
な
か
れ
．

わ
が
家
に
あ

の
巨
覆
め
持

ち
主
が
現
れ

た
の
で
す
．

０
　
あ
れ
は
忘
れ

お
（
』
¨
い
ち

勁
　
目
ぎ
め
た
私

気
　
は
と
な
り
に

長
　
検
た
わ
っ
て

い
　
か
曇
い
い
浸

く
り
し
た
の

で
す
．
よ
く

目

を

こ

ら

し

て
見
る
と
、

な
、
な
ん
と
、

て

部
会
を
組
織
化
し
、

に

地
元
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ボ

ア
登
録
者
を
募

っ
た

シ
リ
、
市
と
協
力
し
て

”
研履ふ
〓を
開
い
た
り

ヽ
′、

す
る
か
た
わ
ら
、
組

は
中っ醐鰤峨け̈
は

静
整
を
し
た
り
と
、
福

わ
祉
ネ
ット
ワ
ー
ク
作

３
り
に
右
往
左
往
す
る

毎
日
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
．

妻
も
あ
さ
れ
て

「

た
ま
に
は
自
分
の
家

）

に
、
初
岱
委
員
長
と

一“
　

と
こ
ろ
で
、
Ｏ
Ｂ
会
の
階
氏
や
同
期
の

し
て
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア

一”
方
々
と
の
連
絡
も
あ
ま
り
取

っ
て
い
ま
せ

の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
よ
―
』
と
嗅
く

あ
り
さ
ま
。
こ
ん
な
日
々
が
い
つ
ま
で
続

く
こ
と
や
ら
。
そ
ん
な
こ
と
で
、
今
年

の

Ｏ
Ｂ
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
出
ら
れ
な
い
と
言

一

れ
辞
れ
い
言
何をしてい
中①
誠
靭
鼓
準
‐

）

を
,

出う
と
し 来

il事
を 昭

一訴
輔
肝
「鮮
騨
罫
孵
電
饉
鋼
ゴ
組
朝
昴
開
狙

調
し
て
し
ま
っ
た
私
は
ど
こ
ま
で
お
人
好
一
　
ま
す
。
永
年
の
飲
酒
が
た
た
り
、
肝
機

続
け
て
い
る
の
で
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
一
　
意
―
）
．

ん
の
で
、
こ
の
極
口
を
お
借
り
し

「わ
が

家
の
５
大
出
来
事
」
と
し
て
こ
こ
２
年
ば

か
り
の
近
況
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

①
３
人
目
の
子
供
麗
生
―

（平
成
７
年
８
月
）

な
ん
と
長
女
と
の
年
令
差
が
ｍ
才
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た

（貪
乏
人
の
子

沢
山
と
は
わ
が
家
の
こ
と
で
す
〉
．

②
パ
ソ
コ
ン
購
入
―

合
首
憲
年
〉

子
供
が
中
学
生
と
も
な
れ
ば
す
で
に
中

年
の
域
で
し
ょ
う
か
。
い
え
い
え
、
気

分
だ
け
は
若
い
つ
も
り
で
す

精^
神
年

齢
は
若
い
。
い
や
、
低
い
？
幼
い
？
）
．

④
メ
ガ
ネ
を
か
け
始
め
る
‥

（平
成
９
年
５
月
）

視
力
だ
け
は
昔
か
ら
良
か
っ
た
の
で
す

が

顔^
と
頭
は
別
に
し
て
〉
．

⑤
ト
ド
が
出
現
―

平^
成
９
年
）

わ
が
妻
で
あ
り
ま
し
た
。
　

約
ｍ
年
前

に
知
り
合

っ
た
頃
は

「野
に
咲
く

一
輸

の
花
」
と
思
っ
て
い
た
の
に
‥
‥
．

同^
期
の
方
々
は
御
存
知
と
思
い
ま
す

が
、
わ
れ
わ
れ
は
関
大
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ

で
知
り
合
っ
た
ク
ラ
ブ
メ
イ
ト
で
ぁ
り

ま
す
．
）

最
後
に
、
Ｏ
Ｂ
会
の
今
後
の
御
発
展
を

お
祈
り
し
て
ベ
ン
を
置
き
ま
す
。
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ア
ピ
オ
大
阪
小
ホ
ー
ル
に
て
開
催
′

去
る
９
月
”
日

＾

日
〉
、
森
ノ
官
の
ア

ビ
オ
大
阪
小
ホ
ー
ル

に
て
第
２
回
型
重
秦

演
奏
会
が
開
催
さ
れ

た
。
今
回
は
新
し
い

試
み
と
し
て
現
役
生

よ
り
独
奏
３
名
、
ニ

ユ
奏
１
組
、
計
５
名

に
も
出
演
し
て
，
■
、

Ｏ
Ｂ
十
現
役
生
の

『

合
同
績
奏
会
」
と
い

う
形
に
な
っ
た
。
Ｏ

Ｂ
が

Ｈ^
を
直
り
の

せ
い
か
）
綸
層

ラ̈
フ

な
雰
囲
気
で
凛
奏
会

に
の
で
ん
で
い
た
の

に
対
し
て
、
現
授
生

の

８

言

３

姿

●
子
熟
Ｒ
的
だ

っ
た
。

ほ
ぼ

一
カ
月
前
に
エ

ス
パ
ー
ニ
ャ
に
て
行

な
わ
れ
た
リ
ハ
ー
サ

ル
時
で
は
思
わ
し
く

な
か
っ
た
，

一
部
の

現
級
姜
看̈
ヽ
本
番
で

は
別
人
の
よ
う
に
仕

上
が
っ
て
い
た
。
当

せ
た
の
も
そ
う
し
た
現
役
生
に
助
け
ら
れ

た
部
分
が
あ
っ
た
事
を
感
日
の
意

〈ヨ
イ

シ
ョ
ツ
ー
）
と
共
に
報
告
し
ま
す
．

も
う

一
つ
報
告
ι
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
は
、
当
洒
〓
会^
の
主
宰
書
で
あ

っ
た
”
期
の
木
お
薔
■
●
ｐ
突
然
の
痛
い

て
８
月
中
旬
よ
り
入
院
¨
２
週
間
の
入
院

予
定
の
と
こ
ろ
病
院
側
の
不
始
末
に
よ
り

２
カ
月
も
の
長
期
に
渡
る
在
院
生
活
と
な

っ
た
事
。
当
演
姜
会
の
運
営
に
路
よ
り
も

“Ｉ
墨
Ｅ
口
け
、
出
層
Ｆ
ｔ
ヱ
憂
墾
口
だ
っ
た

だ
け
に
サ
ン
ネ
ン
奎
組
で
あ
る
。

と
な
れ
ば
前
回
干
〓
二
「の
１１
期

・
森
兼

弘
氏
に
ゆ
だ
ね
る
以
外
遺
は
な
い
、
と
い

う
訳
で
彼
が
そ
の
後
を
引
き
継
ぐ
事
と
な

つ
た
．
思
え
ば
前
回
終
了
時
に

『死
ぬ
ま

で
や
れ
」
と
言
わ
れ
た
、
そ
の
方
向
に
向

か
つ
て
い
る
か
の
よ
う
に
も
み
え
る
．
■

■
場
で
の
数
々
の
霊
，
や
人
員
の
手
配
薔

々
右
往
左
径
だ
っ
た
と
い
う
が
そ
れ
だ
け

で
は
な
い
．
あ
げ
く
の
果
て
は
「
会
者
の

手
配
が
間
に
合
わ
ず
自
ら̈
が
「
会
電
Ｓ
）か

つ
て
出
る
０
に
な
っ
た
。
が
、
彼
自
身
も

ツ
ロ
で
出
演
す
る
た
め
四
菫
姜
で
出
演
の

ヒ
マ
な
？
９
期

，
竹
本
凛

一
氏
に
ヽ
磨
Ｒ

結
局
出
晨
著
自
身
が
「
会
径
も
す
る
ハ
メ

に
な
っ
た
。
そ
れ
以
外
に
も
当
通
菫
会^
で

は
出
演
者
が
各
々
の
空
き
時
間
に
受
付
班
、

写
真
班
、
撮
書
班
を
分
担
す
る
な
ど
、
家

内
工
桑
的
濱
姜
会
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め

充
分
な
演
姜
が
出
来
な
か
っ
た
、
と
言
い

た
け
な
顔
を
し
て
い
る
者
も
い
た
よ
う
だ

が
、
２
倍
３
僣
返
し
を
恐
れ
て
か
そ
の
旨

の

『弁
」
は
陽
か
れ
な
か
っ
た
．

濱
奏
会
が
そ
こ
そ
こ
　
　
き
て
、
肝
心
の
内
容
の
方
だ
が
、
構
成

の
レ
ベ
ル
を
保
持
て

　

と
し
て
は
独
姜
が
ｍ
、
２
■
奏
が
２
、
ギ

タ
ー
＋
フ
ル
ー
ト
の
２
■
■
が
１
、
４
菫

奏
が
１
の
計
１４
ス
テ
ー
ジ
．
曲
目

プ^
ロ

グ
ラ
ム
を
参
照
）
は
至
極
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

な
名
由
で
飾
ら
れ
た
。
タ
イ
ト
ル
上
で
は

耳
憤
れ
な
い
由
名
も
あ
る
が
、
そ
ち
ら
の

方
が
む
し
ろ
解
り
や
す
い
曲
で
あ
っ
た
た

め
全
体
的
に
来
場
者
は
か
な
り
楽
し
め
た

，
と
番
暉
す
る
と
こ
ろ
だ
．

コ
会
進
行
も
単
に
演
奏
者
、
曲
官
】を
紹

介
す
る
だ
け
で
な
く
演
奏
者
の
籠
当
な
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル
と
口
自
お
か
し
く
紹
介
し
、

会
場
は
終
始
美
い
の
絶
え
な
い
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
雰
囲
気
に
つ
つ
ま
れ
て
い
た
。

個
々
の
演
奏
の
内
容
に
つ
い
て
薔
る
に

は
抵
口
を
と
り
過
ぎ
る
の
で
割
憂
す
る
が
、

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
、
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
を
頒

布
し
て
い
る
の
で
希
望
者
は
ｍ
ベ
ー
ジ
を

ご
覧
下
さ
い
．

力　̈
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一
生
〓
援
あ
り
が
と
う
ざ

い
ま
し
た

　
（・
８
根
本
書
疇
　
（３
超

植
巴
學
一
、

＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
′

（４
期
）
林
清
治
、　
５^
Ｊ

山
本
俊
明
、

―――‐
　
　
一
昨
年
前
に
第
１
回
演
奏
会
を
開
催
し
　

一６
Ｊ

山
本
雅
子
、　
０
廟
）
稲
生
哲
失
、

ｍ
一
た
が
、
第
１
回
Ｏ
Ｂ
コ
ン
サ
ー
ト
時
の
来

　

“^
赳

田
中
寿
彦
、　
“^
期
）
遠
藤
厚
、
大

‐―――

一場
者
が
５
２
０
人
だ
っ
た
事
を
ふ
ま
え
た
　
阪
工
業
大
学
ク
ラ
ン
ツ
ク
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
、

＝

上
で
同
演
奏
会
の
来
場
者
数
を
出
演
者
数
　
関
西
学
生
ギ
タ
ー
違
盟
、
神
戸
女
学
院
大

‐―１１
一　
の
比
率
な
ど
を
考
慮
し
、
お
よ
そ
“
％
の
　
学
ク
ラ
ン
ツ
ク
ギ
タ
ー
ク
ラ
フ
．

Ⅲ
一
３
５
０
部
の
バ
ン
フ
レ
ツ
ト
を
用
意
し
　
　
，
§
Ｓ
κ
Ｎ
Ｑ
氏
Ｎ

＝

会
場
も
６
０
０
席
の
メ
イ
ン
ア
タ
ー
中
ホ
　
聞
“
Ｆ
ル
う
し
？

――‐‐‐‐‐‐

易

一
酵

れ
」
げ
は
薇
お
い
璃
蔽
耕

第

３

回

演

奏

会

‐２

・薔
果
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
独
重
奏
演
奏
会
は
当
初
は
４
年
毎
と
の

帆

　

第
１
回
Ｏ
Ｂ
コ
ン
サ
ー
ト
と
同
じ
く
全
　
Ｏ
Ｂ
コ
ン
サ
ー
ト
の
合
間
に
設
け
る
と
い

お

く
の
手
探
り
状
態
で
ス
タ
ー
ト
し
た
独
重
　
う
事
で
始
ま
っ
た
訳
だ
が
、
よ
り
多
く
の

し
・
奏
演
奏
会
だ

っ
た
が
、
双
方
と
も
２
回
目
　
Ｏ
Ｂ
が
気
楽
に
演
奏
で
き
る
場
所
を
提
供

亦
賦
魏
崚端耗
訳
ゆ醐
編
確
Ｌ
購
鵜
武
編
唯
解
継

‐―――

事
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。
会
場
は
前
回
の
　
ら
れ
た
．

Ⅲ

半
薇
以
下
で
お
さ
ま
り
、
贅
も
良
く
立
地
　
　
し
か
し
な
が
ら
、
結
果
と
し
て
は
出
演

田

条
件
も
良
い
森
ノ
宮
の
ア
ピ
オ
大
阪
小
ホ
　
者
は
“
名

前^
回
は
口
名
一
、
来
場
者
が
●

Ⅲ

Ｉ
ル
に
決
定
、
必
要
経
費
も
ギ
リ
ギ
リ
に
　
名
（同
１
０
０
名
）
、
Ｏ
Ｂ
来
場
者
が
ヽ
名

‐――‐

押
さ
え
運
営
の
全
て
を
出
演
者
と
現
役
生

　

同^
”
こ

と
、
確
実
に
参
画
者
は
減
少
し

Ⅲ

で
賄
っ
た
．
同
ホ
ー
ル
の
キ
ャ
パ
は
可
勁
　
て
い
る
。
し
か
も
出
演
者
“
名
の
内
Ｈ
名

‐――‐

席
で
最
大
３
０
０
席
だ
が
当
日
は
ゆ
っ
た
　
は
前
回
の
出
演
を
で
も
あ
る
．

‐――‐

り
と
１
５
０
席
に
設
定
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
第
３
回
独
菫
奏
演
奏
会
も
予
定
で
は
来

―――‐

　

経
営
口
で
は
Ｏ
Ｂ
出
演
者
■
名
よ
り
各
　
年
秋
と
い
う
事
に
な
っ
て
い
る
が
、
現
状

＝

人
１
万
円
ず
つ
参
加
費
と
し
て
徴
収
、
他
　
の
ま
ま
で
は
開
催
は
難
し
い
状
況
に
あ
る
．

‥――

は
Ｏ
Ｂ
菫
氏
の
カ
ン
パ
等
で
第
２
回
独
重
　
今
回
運
営
に
関
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
が
再
検

Ⅲ

奏
も
無
事
終
了
す
る
事
が
で
き
た
．　
　
　
　
対
す
る
事
に
な
る
が
、
開
催
の
決
定
に
際

―――‐

　

今
回
、
カ
ン
パ
等
で
ご
協
力
頂
い
た
皆
　
し
て
は
各
期
幹
事
宛
に
連
絡
が
入
る
と
思

皿

蜻
げ
漱^
¨
「
り
　
敬
称
略
）
に
お
礼
申
し
　
つ
か
れ
ゆ
欲
け
¨
『
喩
轍
動
蹴
パ
ッ
ク
ァ

■平成8年
1/9(カ  バロックアンサンブル第4回線剛 エスパーニャ|
li/160 第:`口定期渡奏会1吹田市文化会館メインアター中ホール)
11/“柳  ラテンアンサンブル第 3口練劉 エスパーニャ)
l1/′
`曰
 第8回現役合同リクレーション
曖 :羽衣,少年センター バーベキュー,
00B6名  家族7名 易役生9名 合計,2名参力|

11/30コ OBコ ンサート実行委員会第10回会議|エスパーニャ
'12/t`日

' 
第1回合F●3腋習(服部緑地 贅外音楽堂

■平成 9年

1/11カ  バロックアンサンブル第6回練習(エスパーニャ|
1/1,日)ラ テンアンサンブル第5回線習|エスパーニャ)
1/18(詢 OBコ ンサート実行委員会第11国会議|エスパーニャ)
1/1,日)第 2回合同練習(鳳部機地 軒外音納
1/26日, 大合,第 5回繊習1関大 第3音楽歯
1/`1(0 0Bコ ンサート実行委員会第12国会議(さとみ)
2/11カ  バロックアンサンブル第8回繊習画部野市民学習センター)
2/2(日, ラテンアンサンブル第7回線習(エスパーニャ)
2/0(日

' 

大合奏第6回練習1関大 第3音楽詢
2/14(D OBコ ンサート実行委員会第10回会議(さとみ)
2/22(詢～2,(日, OBコ ンサート合宿略貴山 柿本家)
2/28(● OBコ ンサート実行委員会第14国会議(さとみ)
3/2(日 , ラテンアンサンプル第9回線習|エスバーニャ)
3/9(日 , 大合奏第8回線習1大淀コミュニティセンター)
3/9(日 )リ ハーサル(大淀コミュニティセンター)
3/1`(コ バロックアンサンブル第m回練習回部野市民学習センター)
3/1,(力 OBコ ンサート実行委員会第1,回会議(エスパーニャ,
3/20(搬 ラテンアンサンブル第11回線習(エスノヽ一ニャ)
3/2,(日)第 2回OBコ ンサート臓催

欧田市文化会館メインアター大ホー,い
4/1'(コ 実行委員会第1,回会議{エスパーニャ)第 2次実

~●
委員会解散

5/14(豹 第3回独奏撲美会1吹田市文化会館メインアター″ヽホール)
5/21(コ ラテン+′ヽ ロック合同打ち上げ|エスパーニャ)
7/6(日, 平成9年度幹事会|^:エスパーニャ 11名出南
8/3,(詢 第2回OB会 独菫奏漱奏会リハーサル(エスパーニャ,
9/28(日

' 

第2回OB会 独重奏演奏会開脚 アピオ大阪小ホー,"

0今後の予定
11/1((櫛 第3`回定期演奏会{高槻現代劇場中ホー,い
11/2,(例 第9回現役合同リクレーション

(千量中央公園 バーベキュ→

第2回 OBコ ンサート

第2回独菫奏演奏会

『ビデオテープ J「カセ ットテープ J

年々 頒布します。

本年度に開催された 「第2回 OBコ ンサート」
「第2回独菫奏演薬会Jの ビデオテープ カセットテープ

をご入り用の方は次の要領にてお申し込みドさ|、

申し込まれてからの製作となりますので 1～ 2週

“

1のご猶
予をお願いたします.

■品名

① =2回 OBコ ンサート「ビデオテープ」
VIS T-160 St:子

`o(1本)¥3000+送 料¥500

② 第2回 OBコ ンサー ト「カセットテープ」

C1202本 IIl
(l Sel)¥1000〈 送料込み)

0第 2回 独菫奏演■会 rビデォテ_プ J
VIS l-20 St:『oo
く1本〉 ¥1000(通 料込み)

0第 2回 独■奏演奏会 rカセットテープ」
C,,2本 組
〈l Set〉¥1000(送 将込み)

■お申し込み方法

①～0の ヽを明記のうえ現金と共に く現金書留)に て下記
働折までお申し込みください.
C囁 と②～④番の 「申し込み先が異なりますJの でご注意
下さい.

■お申し込み先

①・
              ‐

②～④
高本撼児 宛

※ rバンフレット」をご入月の方は上記の高本健児迄
,70円分の切手を同封の上、お申し込み下さい。
テープ類とは別便になります。



噸
ギ
タ
ー
・
マ
ン
ト
リ
ン
・
コ
ン
サ
ー
ト

去
る
ｍ
月
ｎ
日

土^
）

京
都
市
健
康
保

険
組
本肩
堡
〓
所

「き
よ
み
ず
」
に
贄
て
ギ

タ
ー
　
マ
ン
ト
リ
ン
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の

演
奏
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

「ギ

タ
マ
ン
ア
ン
サ
ン
プ
ル
」
と
は
何
な
つ
か

と
言
い
ま
す
と
、
実
は
１７
期
の
森
兼
さ
ん

の
呼
び
か
け
に
よ
り
平
成
８
年
の
２
月
に

誕
生
し
た
ア
ン
サ
ン
プ
ル
で
メ
ン
パ
ー
は

関
大
Ｏ
Ｂ
よ
り
森
兼
さ
ん
の
他
に
９
期
の

竹
本
、
高
本
、
”
期
の
木
村
、
稲
谷
の
み

な
さ
ん
、
マ
ン
ト
リ
ン
に
平
安
女
子
短
大

Ｏ
Ｃ
よ
り
後
藤
文
さ
ん
、
平
野
意
美
さ
ん

の
二
人
、
計
７
人
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
で
す
。

"‖
‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖lあるぺじお VOt 12‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖l‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖l

伍線会(ゴルフ会)

初の九州遠征Oa知 らせ

"17期

 森兼 弘

平成4年に始まった伍凛会ゴルフコンペも今回で O

回目を迎える事ができました。これを記念して初の九

州遠征を企てております。遠征地は10期 奥さんのお

デ
ビ
ュ
ー
演
姜
会
は
昨
年
２
月
、
兵
庫

県
の
相
生
市
立
中
央
小
学
校
の
体
書
館
で

全
校
児
童
と
父
兄
の
前
で
演
姜
す
る
と
い

う
大
層
な
も
の
で
し
た
。
こ
の
時
は
子
供

さ
ん
を
対
象
に
し
た
選
出
て
、

「赤
と
ん

ぼ
」

コ
ア
ィ
ズ
ニ
ー
音
楽
」

「お
も
ち
ゃ

の
チ
ャ
チ
ャ
チ
ャ
」
、
他
に
は

一
コ
ン
ド

ル
は
飛
ん
で
行
く
」
を
ケ
ー
ナ
と
い
う
南

来
の
皆
を
吹
か
れ
る
教
頭
先
生
と
、

『野

に
咲
く
花
の
よ
う
に
」
を
５
年
生
の
リ
コ

ー
タ
ー
、
手
話
濱
技
と
、

「
こ
の
広
い
野

原
い
っ
ば
い
」
を
有
志
の
先
生
の
フ
オ
ー

ク
ギ
タ
ー
、
ヴ
ォ
ー
カ
ル
と
そ
れ
ぞ
れ
共

演
し
ま
し
た
。
最
後
は
同
校
校
歌
を

全
児
童
の
歌
と
と
も
に
ま
姜
し
、
児

童
か
ら

『
ア
ン
コ
ー
ル
』
の
声
が
出

る
ほ
ど
の
反
●
を
呼
び
ま
し
た
。

７
月
に
は
淡
路
島

・
南
淡
町
立
図

書
館
オ
ー
プ
ン
の
柿
落
と
し
に
出
演
、

ほ
ぼ
同
じ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
一
時
間
強

は
ど
の
ス
テ
ー
ジ
を
持
ち
ま
し
た
。

今
回
の
演
姜
会
は
山
科
区
の
身
体

障
害
者
の
た
め
の

『オ
リ
ー
プ
の
会

共
同
作
業
所
」
と
い
う
福
祉
団
体
の

“
周
年
記
念
式
奥
に
招
か
れ
た
も
の

で
す
。
当
日
は
メ
ン
パ
ー
の
内
、
木

村
さ
ん
が
入
院
中
の
た
め
６
人
で
濱

姜
、
作
業
所
の
合
唱
国
の
リ
ク
エ
ス

ト
に
応
え
て
、
地
元
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

由
で
あ
る

「
こ
の
街
で
」
、
同
本
真

夜
の

「ト
ゥ
モ
ロ
ー
」
な
ど
の
共
渡

を
含
む
全
７
曲
を
演
奏
し
ま
し
た
。

「ギ
タ
マ
ン
」
と
い
う
と
３
対
１

位
の
比
率
で
マ
ン
ト
リ
ン
が
多
い
の
が
通

常
で
す
が
、
こ
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
は
異
例

の
編
成
を
組
ん
で
い
ま
す
。
マ
ン
ト
リ
ン

と
い
う
楽
器
は
は
２
本
だ
け
で
も
ギ
タ
ー

５
本
と
つ
り
あ
う
ほ
ど
の
音
量
が
得
ら
れ

ま
す
．
ま
た
、
ギ
タ
ー
が
ハ
イ
ポ
ジ
シ
ョ

ン
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
速
い
ス
ケ
ー
ル
で
奏

で
た
り
、
ト
レ
モ
ロ
も
弾
せ
、
マ
ン
ト
リ

ン
が
逆
に
ス
タ
カ
ー
ト
を
演
し
た
り
も
し

ま
す
。
ギ
タ
ー
が
単
に
伴
姜
を
弾
く
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
お
互
い
の
短
所
を
補
い

な
か
ら
よ
り
色
彩
感
の
あ
る
新
し
い
形
の

ギ̈
タ
マ
ン
ア
ン
サ
ン
プ
ル
」
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
．
機
会
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
聞
き
に
き
て
下
さ
い
。

られる宮羹が有力で会鶏は12月

8 9口 曖を予定しております

幹事は航空選贅 ブレー彙

宿泊費をお安料金にて提alできる

様ただ今交渉'Ⅲ
であります

お金としマと体力を持て余して

いる方は是非ご参加下さい。

いよいよ九州やで、名倉のお

っちやん 待っとりや.

■参加ご希望の方は

幹事 10期 饉田年春

17期 森兼 弘

X定員になり次第′切らせて頂きます。

■
，
¨

警̈
′

一ル^
一一卍一

一曹
７ ■
ここ董年の部員欧は,0人It後で安定してきています.■在はll回生が1`名
二回生が4名 二回生カロ,名 一回■lli8名の全S,名でコ■っています
今年の定濱は高欄現代」■中ホールです.是非 ご来蝙下さい.

平成9年度の主な行事
1月10日 椰会
2月7日 きよならコンサート

::胴～1賊姜董

'嶽

優ir・
(立命鶴大学 以学館)

4月8日 新人生欽迎澳姜会
4月21～2'口 新入生欧迎

オリエンテーシヨン

5月11日 第,0回独晏執奏揆
(吹田メインアター4 ホヽール)

0月2,日 第,詢定潮合耐 秦会
(●■7ミテイーホール)

7月lltt IIm会
9月9～1`日 ■合宿

(長, 深,野バークプラザ)
1月14口 ":'回定

"菫

姜会
(高輌現代

"■

中ホール)

第35回定鯛演姿会のお知わせ
■日時/H月 14日(“υ 午後 6時 開演
●働テ/商 標ヨrtal場中ホール

瞑な高槻市駅 南薔へ掟歩 7分 (高槻薔察南)

プログラム

`“

1嗣
●YMOア ンサンブル

'■

風くトンプー〉眸 歯―)'過 壼なな女(YMO)

,コズミック サーフィン(口野嗜臣)
●クランック独姜
,魚いデカメロン(Lブ 0-ウ ェル)
0颯士のハープ0■●を3げるな人たち●0する乙女のパラード

●クラシックニ■

'♪不虫少年-2oの イターのための (武角は)

'ス

ペイン

'歯

卸 ■～歌劇rはかなき人生」より〈MDフ ァリャ)
I第2詢
●ギター ジャズ アンサンプル
♪ジャズla曲 第1■ (Dシ ョスタコービッチ)
0鮨 1稟薫ノワルツ●第2楽薫/ボルカ●

"3稟

摯′フォックス トロット
●クランック独秦
♪イギリス鑢由 0,,1(」 Wデ ユアルテ)
0フ レリュード●フォークソング●ラウンドタンス

●大河トラマ アンサンブル
,人rt将軍 古宗 ,い のち ♪l叫渡政宗

`露

3剛
●大合棄
♪交,饉曲「シェヘラフードJより
第2楽章/カラングール王子の力饉〈Rコ ルサヨフ)



Ｈ
月
２４
日
⌒日
｝

恒
例
の
現
役
合
同
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
で

す
が
、
第
６
回
よ
り
３
回
連
続

「バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
大
会
」
を
や
っ
て
き
ま
し
た
。
今

年
も
ま
た
ま
た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
決
定
し

て
い
ま
す
。
過
去
に
は
公
園
　
史
跡
巡
り

な
ど
も
行
な
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
飲
み

浜
寺
公
園
・
羽
衣
青
少
年
セ
ン
タ
ー
に
て

食
い
の
嫌
な
人
は
い
な
い
よ
う
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
の
希
望
者
が
多
い
よ
う
で
す
。

場
所
は
羽
衣
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
有
料

の
施
設
に
な
っ
て
い
る
た
め
食
材
を
持
ち

込
む
だ
け
と
い
う
手
軽
き
。
只
、
青
少
年

セ
ン
タ
ー
と
い
う
事
で
原
則
と
し
て
ア
ル

る
と
最
近
の
現
役
生
は

「あ
ま
り
飲
ま
な

い
」
と
い
う
事
な
の
で
当
地
に
決
定
し
ま

し
た
．
と
こ
ろ
が
ど

っ
こ
い
、
去
年
の
現

役
生
は
ひ
と
味
違

っ
て
お
り
ま
し
た
。
飲

む
は
食
う
は

食^
う
の
は
元
々
党
悟
の
う

え
で
し
た
が
）
の
大
騒
ぎ
、
果
て
は

『
一

気
飲
み
』
の
掛
け
声
が
場
内
に
響
き
わ
た

る
始
末
．
幹
事
役
の
木
村
、
竹
本
の
画
氏

は
場
内
ス
タ
ッ
フ
の
目
を
気
に
し
な
が
ら

回
り
を
キ
ョ
ロ
キ
ョ
ロ
、
し
な
が
ら
も
負

け
て
ら
れ
る
か
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
ガ
ブ

ガ
プ
と
飲
ん
で
お
り
ま
し
た
。

『誰
や
～

現
役
生
は
飲
ま
ん
ゆ
う
た
ん
は
』

そ
ん
な
訳
で
、
今
年
は
心
お
き
な
く
飲

め
る

「千
里
中
央
公
園
」
に
決
ま
り
ま
し

た
．
詳
細
は
下
価
の
通
り
で
す
．
多
数
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
ま
す
．

田園口‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖|‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖‖あるぺじお VOL.12‖‖‖‖‖‖‖‖
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第9回 現役合同リクレーション

コ
ー
ル
は
禁
上
、

軽
く
静
か
に
飲
む

位
な
ら
黙
認
す
る
、

と
い
う
セ
ン
タ
ー

側
の
お
許
し
を
頂

き
、
ま
た
暉
に
よ

是

蓋

」
参

加

下

さ

い

現
役
合
同
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
は

平
惑
元
年
の
幹
き
た
螢
で
Ｏ
Ｂ
と

現
役
生
と
の
間
の
キ
ャ
ッ
プ
を

埋
め
る
目
的
て
提
案
さ
れ
、
そ

の
年
の
Ｈ
月
”
日

一日
）
に
第
１

回
目
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
会

期
は
現
役
の
定
期
演
奏
会
の
翌

々
日
曜
日
に
行
な
う
事
と
し
て

い
ま
す
。
既
に
８
回
行
な
わ
れ

て
お
り
、
現
役
生
　
Ｏ
Ｂ
と
も

参
加
し
て
い
る
人
に
す
れ
ば
結

構
有
意
義
な
時
を
過
ご
し
て
い

る
と
思
わ
れ
ま
す
。
未
多
加
の

方
、
今
年
は
是
非
と
も
ご
参
加

下
さ
い
。

過
去
８
回
の
デ
ー
タ
を
記
し

ま
し
た
の
で
ご
覧
下
さ
い
．

今年のパーベキュー大会は一昨年に同僣

した r千里中央公□]でまたまたやります.
ミニアスレチックもあってとても豪しい

ところです。ご富な 友人と一緒にお菫を
空かして来て下さい.

0と  き :li月23日(日)午 前10時
阪急千里線 く北千里駅〉改ホL口集合

0と ころ :千里中央公園 (壼中市新千里東町 3)
(駅より徒歩10分 無料駐車場完備)●費 用:こ
蓋旦[l[辱憮

`芋

:::書黒料)
(問合せ)竹 本 真― (9期 )

〈車アクセス〉新御堂筋から0央環状線を東方向に入り500m、 最初の出口「北千里 南千里」を出てlE■をた折700m 展望
`案内板のあるlE,をお折し、すぐに若折(Uターン状態)、■宅衛を量り300m、 最初の4つ角を右折‐駐車

`で
す

「■l西サイクルスポーツセンター

n去 8口の日 場所と蓼力0者軟

‖元  1'1戸 量ロックガーデン
121 1,1鳳 部織地
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